
海

軍

　 
毎
日
の
砲
爆
撃
に
耐
え
ぬ
い
た

海
軍
第
八
一
警
備
隊
　 

愛
■
県
　
萩
山
力
君
　 

愛
■
県
現
在
の
北
条
市
庄
甲
、
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
が
、

先
生
に
な
り
た
く
て
農
協
の
技
術
員
を
し
な
が
ら
、

ま
た
農
業
の
家
事
を
手
伝
い
な
が
ら
農
業
に
関
す
る
勉
強
を
し

て
い
ま
し
た
。
兵
隊
検
査
は
、
昭
和
十
二
年
徴
集
、
第
一
乙
で

し
た
が
、
当
時
は
現
役
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
正
六
年
六
月
二
十
五
日
生
ま
れ
の
私
に
召
集
が
き
ま
し
た
。

し
か
も
海
軍
と
い
う
思
い
も
よ
ら
ぬ
こ
と
で
し
た
。
戦
争
中
と

は
申
せ
、
昭
和
十
八
年
一
月
二
十
三
日
結
婚
四
カ
月
、
し
か
も

妻
は
妊
娠
中
と
い
う
五
月
で
し
た
。

六
月
十
五
日
、
佐
世
保
第
一
海
兵
団
入
団
と
な
り
ま
し
た
。

北
条
か
ら
召
集
兵
は
三
名
で
、
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
、
お
宮
に

参
拝
し
て
北
条
港
か
ら
佐
世
保
へ
引
率
さ
れ
る
た
め
呉
へ
、
佐

世
保
ま
で
は
列
車
、
途
中
何
人
か
が
合
流
し
た
よ
う
な
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

海
軍
二
等
水
兵
と
な
り
、
六
月
二
十
日
館
山
海
軍
砲
術
学
校

入
校
を
命
ぜ
ら
れ
、
直
ち
に
軍
用
列
車
に
乗
り
ま
し
た
が
、
窓

は
閉
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
同
年
兵
は
ほ
と
ん
ど
一
緒
で
し
た

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
兵
科
に
分
け
ら
れ
、
私
は
信
号
兵
と
な
り
ま

し
た
。
砲
術
学
校
だ
が
い
ろ
い
ろ
の
兵
科
が
あ
り
ま
す
。

信
号
兵
と
し
て
の
教
育
は
手
旗
が
主
力
で
す
が
、
他
隊
と
の

電
信
を
聞
き
、
電
池
で
無
線
器
を
動
か
す
。
防
空
壕
の
中
で
受

信
す
る
。
生
の
通
信
で
し
た
。
九
月
五
日
、
防
空
隊
が
編
制
さ



れ
、
命
令
が
出
て
七
日
、
横
須
賀
発
、
ラ
バ
ウ
ル
行
き
の
御
用

船
で
し
た
。
防
空
隊
に
は
い
ろ
い
ろ
の
兵
種
の
人
が
乗
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
頃
は
敵
の
潜
水
艦
が
出
没
し
て
い
る
時
期
で
し
た
。
横

須
賀
を
出
航
し
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
戦
闘
配
置
。
こ
ち
ら
に
は

火
砲
が
無
い
の
で
す
か
ら
、
攻
撃
さ
れ
た
ら
一
コ
ロ
、
防
空
隊

だ
か
ら
照
空
灯
や
十
三
ミ
リ
機
関
砲
な
ど
隊
の
兵
器
は
あ
っ
て

も
、
船
に
は
装
備
が
無
い
わ
け
で
す
。

ト
ラ
ッ
ク
沖
を
通
っ
て
直
航
し
ま
し
た
。「
散
れ
よ
桜
花
」

と
心
に
決
め
て
い
て
死
は
恐
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
船
は
大
き

く
、
古
い
兵
隊
が
見
張
り
を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
新
兵
だ
か

ら
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

カ
ロ
リ
ン
諸
島
を
通
っ
て
上
陸
し
ま
し
た
が
、
そ
の
日
時
は

忘
れ
ま
し
た
。
隊
は
南
東
方
面
艦
隊
付
属
で
防
空
隊
は
第
八
十

一
警
備
隊
に
な
り
ま
す
。

―
ラ
バ
ウ
ル
の
任
務
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
―

私
は
砲
術
学
校
を
出
て
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
、
ラ
バ
ウ
ル
へ
出

発
し
て
か
ら
内
地
と
の
便
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
出
発
も
知

ら
せ
な
い
の
で
す
か
ら
、
私
の
勤
務
日
時
は
終
戦
ま
で
家
に
知

ら
せ
ら
れ
な
い
し
、
内
地
の
こ
と
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
闘
の
状
況
に
つ
い
て
、
艦
砲
射
撃
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
が
英
軍
機
の
空
襲
で
随
分
ひ
ど
か
っ
た
も
の
で
す
。
そ

の
上
、
食
べ
る
物
も
な
く
、
芋
を
植
え
ま
し
た
。
一
年
に
三
度

芋
が
採
れ
ま
す
。
隊
員
は
年
配
だ
し
、
農
業
を
勉
強
し
て
い
る

者
も
お
ら
れ
な
い
。
農
家
の
者
も
少
な
か
っ
た
の
で
、
空
襲
に

逃
げ
な
が
ら
自
活
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
サ
イ
パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ァ
ム
も
や
ら

れ
、
硫
黄
島
も
玉
砕
と
な
り
ま
し
た
。
連
合
軍
と
し
て
は
ラ
バ

ウ
ル
は
日
本
軍
の
大
き
な
基
地
な
の
で
空
襲
や
艦
砲
射
撃
の
連

続
で
す
。
我
が
軍
も
初
め
は
抵
抗
し
て
戦
い
ま
し
た
が
、
そ
の

う
ち
撃
つ
弾
が
無
く
な
る
。
私
は
第
三
飛
行
場
に
お
り
ま
し
た

が
、
敵
は
電
波
探
知
器
で
我
々
の
行
動
を
知
っ
て
い
ま
し
た
。

山
本
長
官
機
の
動
き
は
ス
パ
イ
に
よ
っ
て
敵
に
知
ら
さ
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。

我
々
は
手
も
足
も
出
な
い
、
や
ら
れ
っ
ぱ
な
し
。
私
は
マ
ラ

リ
ア
に
や
ら
れ
、
高
熱
と
悪
寒
に
栄
養
失
調
と
な
り
悩
ま
さ
れ

ま
し
た
。
病
人
も
負
傷
し
た
者
も
内
地
へ
送
還
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
食
料
は
補
給
さ
れ
な
い
の
だ
か
ら
、
蛇
も
蛙
も
食
べ



る
。
ま
っ
た
く
餓
鬼
の
世
界
で
、
他
人
の
食
べ
る
芋
で
も
自
分

の
芋
よ
り
大
き
く
見
え
、

奪
っ
て
食
べ
た
い
気
が
す
る
ほ
ど
で
、

ま
っ
た
く
あ
さ
ま
し
い
限
り
で
す
。

爆
撃
が
ひ
ど
い
の
で
、
敵
機
が
去
っ
た
後
、
爆
風
で
砂
に
埋

め
ら
れ
た
兵
隊
を
助
け
よ
う
と
し
た
ら
、
腰
か
ら
下
が
無
い
者

も
い
ま
し
た
。
首
だ
け
出
し
て
い
る
者
も
助
け
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
連
続
爆
撃
と
低
空
で
機
銃
掃
射
さ
れ
る
か
ら
で
す
。
十

三
ミ
リ
機
関
砲
が
当
た
っ
た
ら
出
血
多
量
で
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
。私

た
ち
は
、
軍
事
教
育
で
最
後
ま
で
負
け
る
な
ど
と
は
考
え

ま
せ
ん
し
、
家
の
こ
と
も
忘
れ
、
生
き
る
こ
と
が
や
っ
と
で
し

た
。
夜
は
、
我
々
の
こ
と
を
眠
ら
せ
ぬ
た
め
に
爆
撃
す
る
。
部

隊
の
任
務
は
第
三
航
空
飛
行
場
を
守
る
こ
と
で
す
か
ら
他
へ
移

動
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
機
械
が
無
い
の
で
爆
撃
さ
れ
た

飛
行
場
の
穴
の
整
地
は
シ
ャ
ベ
ル
で
人
力
で
や
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

終
戦
に
な
っ
て
や
っ
て
来
た
連
合
軍
は
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、

我
々
は
モ
ッ
コ
を
二
人
で
担
い
で
や
る
。
機
械
力
と
人
力
の
差

を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
力
だ
け
で
は
修
理
も
で
き
ず
飛
行
場
は
ほ
と

ん
ど
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
制
空
権
も
制
海
権
も
奪
わ
れ
、

戦
闘
機
能
を
無
く
さ
せ
、
我
々
の
ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
、
ラ
バ
ウ

ル
を
置
き
去
り
に
し
て
、
敵
の
主
力
は
北
上
し
、
本
土
を
攻
撃

し
て
い
た
の
で
す
。
我
々
に
は
そ
う
い
う
情
報
も
入
ら
ず
、
た

だ
た
だ
耐
え
な
が
ら
死
守
し
て
い
ま
し
た
。
我
々
の
隊
は
、
十

二
月
二
十
四
日
、
第
十
一
航
空
艦
隊
付
属
、
第
一
〇
五
航
空
基

地
隊
付
き
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
、
私
の
留
守
宅
で
は
、
妻
か
ら
子
が
出
来
た
知
ら
せ

を
砲
術
学
校
で
受
け
取
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
子
供
に
会
え
た

の
は
復
員
し
て
か
ら
で
す
。

―
こ
こ
で
、
萩
山
さ
ん
が
ラ
バ
ウ
ル
へ
行
か
れ
る
前
、
連

合
軍
が
巻
き
返
し
を
し
て
い
る
間
の
状
況
と
、
終
戦
に

な
っ
た
時
の
日
本
軍
の
兵
力
に
つ
い
て
、
お
持
ち
に
な

っ
た
資
料
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
―

私
は
昭
和
十
八
年
後
半
か
ら
十
九
年
―
二
十
年
の
終
戦
ま
で

ラ
バ
ウ
ル
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
す
。
今
お
話
の
あ
っ
た
終
戦

時
の
兵
力
は
資
料
に
よ
れ
ば
次
の
と
お
り
で
す
。



日
本
軍

〔
海
軍
関
係
兵
力
〕

南
東
方
面
（
第
十
一
航
空
）
艦
隊
司
令
部
　
　
二
、
八
〇
〇

第
八
一
、
八
四
、
八
五
、
八
六
警
備
隊
　
四
、
五
〇
〇

横
須
賀
第
八
特
別
陸
戦
隊
　
一
四
〇

第
九
五
八
海
軍
航
空
隊
　
五
〇
〇
、
第
一
〇
三
航
空
基
地
隊

四
、
三
〇
〇

そ
の
他
の
部
隊
（
第
八
潜
水
基
地
隊
、
第
八
港
務
部
、
第
八

通
信
隊
、
第
八
海
軍
経
理
部
、
第
八
海
軍
病
院
、
第
八
海

軍
工
作
部
、
第
八
海
軍
軍
需
部
、
第
一
〇
八
海
軍
航
空
■
、

第
二
・
第
三
防
疫
班
、
第
二
八
・
第
三
八
・
第
一
〇
一
・

第
二
一
一
・
第
二
一
二
設
営
隊
、
第
一
四
根
拠
地
隊
派
遣

隊
特
務
部
）
一
、
六
〇
〇

合
計
　
一
三
、
八
四
〇
名

〔
陸
軍
兵
力
〕

第
八
方
面
軍
司
令
部
　
二
、
三
〇
〇

第
十
七
師
団
（
含
独
立
混
成
第
三
九
旅
団
）
一
七
、
〇
〇
〇

第
三
十
八
師
団
　
一
七
、
〇
〇
〇

第
九
砲
兵
団
（
野
戦
重
砲
兵
第
七
連
隊
、
独
立
野
戦
重
砲
兵

第
五
大
隊
、
独
立
重
砲
兵
第
三
大
隊
、
独
立
臼
砲
兵
第
一

六
大
隊
等
）

、
戦
車
第
八
連
隊
、
そ
の
他
方
面
軍
直
轄
部

隊
、
独
立
混
成
第
三
・
第
一
四
・
第
三
五
連
隊
、
海
上
機

動
第
一
大
隊
、
第
七
遊
撃
隊
、
第
八
方
面
軍
通
信
隊
司
令

部
、
通
信
第
一
六
・
四
七
連
隊
、
第
八
固
定
通
信
隊
、
第

八
特
殊
情
報
部
、
第
八
建
築
部
、
第
六
野
戦
憲
兵
隊
、
独

立
自
動
車
第
三
八
大
隊
、
第
三
一
道
路
隊
、
第
一
四
野
戦

郵
便
隊
、
近
衛
師
団
第
七
陸
上
輸
卒
隊
、
特
設
陸
上
勤
務

第
二
・
第
三
・
第
四
・
第
六
中
隊
、
特
設
水
上
勤
務
第
二

〇
中
隊
、
特
設
建
築
勤
務
第
二
七
中
隊
、
第
一
四
兵
站
衛

生
隊
本
部
、
患
者
護
送
第
五
三
、
第
六
三
、
第
七
三
、
第

七
六
小
隊
、
第
六
七
、
第
一
〇
三
兵
站
病
院
、
第
一
六
兵

站
病
馬
■
、
第
二
四
野
戦
防
疫
給
水
部
、
第
二
六
野
戦
兵

器
■
、
自
動
車
貨
物
■
）
七
、
八
〇
〇

合
計
　
四
四
、
一
〇
〇
名

〔
記

録
〕

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
海
戦
（
十
八
年
十
一
月
一
日
～
十
九

年
二
月
十
七
日
、
ト
ラ
ッ
ク
島
引
揚
げ
ま
で
の
間
）
一
〇
六



日
間

一
、
ラ
バ
ウ
ル
で
受
け
た
敵
機
の
空
襲
回
数
　
四
、
四
一
八

回
、
一
日
約
一
五
〇
機
の
来
襲
あ
り
。
我
が
航
空
隊
出
撃

回
数
　
八
九
六
回
、
一
日
約
五
〇
機
の
出
撃
。

二
、
昭
和
十
七
年
二
月
、
ラ
バ
ウ
ル
占
領
よ
り
終
戦
ま
で
の

我
が
軍
の
損
害
　
兵
員
約
一
三
万
、
沈
没
艦
艇
七
〇
隻
、

沈
没
船
舶
一
一
五
隻
、
航
空
機
約
八
、
〇
〇
〇
機
（
終
戦

時
、
実
働
飛
行
機
二
機
）

軍
港
と
し
て
の
ラ
バ
ウ
ル
の
思
い
出

ラ
バ
ウ
ル
軍
港
は
南
北
約
六
浬
半
、

東
西
約
二
浬
の
広
さ
、

東
方
に
港
口
を
開
き
、
平
均
二
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
高
い
山
（
噴
火
口
）
か
ら
熔
岩
が
海

に
入
り
水
蒸
気
が
立
つ
、
熱
帯
と
は
い
え
気
候
は
比
較
的
し

の
ぎ
よ
い
（
朝
は
冷
え
、
日
中
は
十
二
月
が
一
番
暑
い
―
南

半
球
で
あ
る
か
ら
）

昭
和
十
七
年
一
月
二
十
三
日
占
領
、
前
進
基
地
と
し
、
ソ

ロ
モ
ン
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
の
足
場
と
し
て
い
た
。
ソ
ロ
モ

ン
方
面
作
戦
で
桧
舞
台
と
な
り
、
日
夜
数
十
隻
の
艦
船
が
入

港
し
軍
港
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ラ
バ
ウ
ル
港
は
水
深
が
急
に
深
く
、
水
際
付
近
の
投
錨
適

地
が
狭
い
の
で
、

港
務
部
で
は
錨
地
設
定
に
苦
労
し
て
い
た
。

水
際
百
メ
ー
ト
ル
で
深
さ
百
メ
ー
ト
ル
と
深
い
湾
で
あ
っ
た
。

桟
橋
は
大
部
分
が
陸
軍
の
管
轄
下
に
な
っ
て
い
て
、
船
舶

司
令
部
、
停
泊
司
令
部
と
、
海
軍
側
は
使
用
の
度
に
陸
軍
と

打
合
せ
桟
橋
を
使
用
し
て
い
た
。

ラ
バ
ウ
ル
軍
港
に
は
、
戦
艦
、
空
母
は
一
隻
も
入
港
で
き

な
か
っ
た
。
空
襲
に
よ
る
被
害
の
恐
れ
も
あ
っ
て
、
ソ
ロ
モ

ン
作
戦
の
時
も
ト
ラ
ッ
ク
島
か
ら
行
動
し
て
い
た
。
空
襲
の

激
し
さ
は
前
に
申
し
た
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
上
陸
し
た
の
は
、
ソ
ロ
モ
ン
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
沖

海
戦
の
最
中
で
し
た
。
飛
行
場
警
備
が
任
務
な
の
で
上
陸
以
来
、

平
穏
な
日
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
争
に
行
っ
た
の
だ
か
ら

覚
悟
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
有
り
難
い
こ
と
に
海
軍
で
し
た
。

陸
軍
部
隊
は
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
ツ
ル
ブ
に
渡
っ
て
、
ラ
バ
ウ

ル
ま
で
歩
い
て
来
ま
し
た
。
陸
軍
の
兵
隊
は
途
中
で
随
分
死
ん

だ
で
し
ょ
う
。
も
し
私
が
陸
軍
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
だ
け
の
道
を
、

食
料
も
無
く
歩
い
た
の
だ
か
ら
死
ん
で
い
た
で
し
ょ
う
。

ラ
バ
ウ
ル
で
は
塩
分
は
海
水
か
ら
取
り
、
芋
だ
け
を
食
べ
て



い
ま
し
た
。
死
ん
だ
人
は
哀
れ
で
し
た
。
毛
布
へ
く
る
ん
で
油

を
か
け
て
焼
く
。
煙
や
火
が
上
か
ら
見
え
た
ら
空
襲
さ
れ
る
。

敵
と
直
接
対
決
で
は
な
く
、
海
か
ら
は
艦
砲
射
撃
、
上
か
ら
は

飛
行
機
、
食
料
も
医
療
品
も
な
い
。
病
院
の
建
物
は
あ
っ
て
も

軍
医
は
い
な
い
。
衛
生
兵
の
み
だ
か
ら
病
名
も
分
か
ら
ず
包
帯

を
巻
く
だ
け
、
熱
が
あ
れ
ば
水
で
冷
す
ぐ
ら
い
で
す
。
薬
も
あ

り
ま
せ
ん
。

私
は
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
「
か
ん
て
い
山
」
の
野
戦
病
院
に

入
り
ま
し
た
。
氷
が
あ
っ
た
の
で
冷
す
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

喉
が
渇
い
て
、
氷
を
食
べ
た
者
は
ほ
と
ん
ど
死
ん
で
し
ま
っ
た

の
で
す
。
あ
の
時
梅
干
に
お
粥
が
あ
っ
た
ら
と
思
い
ま
し
た
が
、

「
散
れ
よ
若
木
の
桜
花
」
と
言
っ
て
「
死
ぬ
の
が
男
の
本
分
」

と
し
て
教
育
を
受
け
、「
死
ぬ
こ
と
が
父
や
母
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
」
と
い
う
教
育
だ
っ
た
の
で
す
。

悪
寒
と
高
熱
の
連
続
で
、
薬
は
無
く
気
力
だ
け
、
十
六
貫

（
六
十
キ
ロ
）
の
男
が
十
一
貫
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
食

物
は
芋
だ
け
、
よ
く
ぞ
生
き
た
と
思
い
ま
し
た
。
空
襲
警
報
が

出
る
と
寝
て
い
て
も
命
令
で
穴
に
避
難
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

病
院
の
防
空
壕
は
横
穴
、
一
般
の
壕
は
溝
を
掘
っ
て
体
を
横
に

す
る
ぐ
ら
い
の
も
の
で
し
た
。

我
々
の
部
隊
は
飛
行
場
警
備
で
す
か
ら
、
飛
行
場
か
ら
避
れ

た
安
全
な
場
所
へ
は
行
け
な
い
か
ら
分
散
程
度
で
い
ま
す
。
兵

舎
と
わ
か
れ
ば
銃
・
爆
撃
さ
れ
る
わ
け
で
す
。
バ
ナ
ナ
と
椰
子

と
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
、
椰
子
の
葉
で
屋
根
を
葺
い
た
掘
っ
建
て

小
屋
の
よ
う
な
家
。
床
は
地
面
よ
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
が
、

ス
コ
ー
ル
が
来
る
と
椰
子
の
葉
葺
の
屋
根
か
ら
は
水
が
漏
れ

ま
す
。
召
集
兵
の
中
に
は
大
工
も
い
る
の
で
、
家
を
建
て
た
り

修
理
は
で
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
生
活
を
し
な
が
ら
、
終
戦
ま
で
毎
日
空
襲
で
、

夜
も
や
ら
れ
る
か
ら
安
眠
で
き
な
い
、
敵
は
神
経
戦
で
、
ド
ン

ド
ン
爆
撃
を
す
る
。
こ
ち
ら
に
は
飛
行
機
も
無
い
、
無
抵
抗
で

逃
げ
る
だ
け
で
す
が
、
低
空
で
機
銃
掃
射
も
さ
れ
る
。
機
関
砲

の
弾
は
口
径
が
大
き
い
か
ら
、
当
た
れ
ば
出
血
多
量
で
死
ん
で

し
ま
う
し
、
負
傷
し
て
も
十
分
な
治
療
も
で
き
な
い
。
朝
起
き

て
「
あ
あ
俺
は
生
き
て
い
る
」
と
い
う
毎
日
で
し
た
。

―
終
戦
を
知
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
し
た
か
―

終
戦
は
無
線
で
分
か
り
ま
し
た
。
私
の
任
務
は
通
信
で
し
た

か
ら
、
だ
が
、
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
戦
と
同
時
に
、



現
地
住
民
は
強
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
英
、
豪
軍
の
監
視
下
、
命
令
で
武
装
解
除
に
な
り
、

武
器
・
弾
薬
を
集
め
、
船
で
出
て
行
き
海
に
投
棄
し
ま
し
た
。

ラ
バ
ウ
ル
に
着
い
た
当
時
、
初
め
は
探
照
灯
で
照
ら
し
砲
や
銃

を
撃
っ
た
の
で
す
が
、
翌
日
は
報
復
爆
撃
も
さ
れ
る
し
、
弾
も

だ
ん
だ
ん
と
な
く
な
っ
た
の
で
、
射
撃
も
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
し
た
が
っ
て
終
戦
の
時
は
、
小
銃
や
軍
刀
ぐ
ら
い
し
か
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
連
合
軍
側
も
形
の
上
で
も
武
器
弾
薬
は
全

部
処
理
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
俘
虜
と
し
て
、
飛
行
場
の
修
理
の
使
役
で
し
た
が
、

今
度
は
逆
に
現
地
人
に
使
わ
れ
る
身
と
な
り
、
敗
戦
の
悲
哀
さ

を
味
わ
い
ま
し
た
。
食
料
は
缶
詰
の
飯
と
か
が
主
計
科
か
ら
支

給
に
な
り
ま
し
た
。
戦
争
中
は
支
給
が
な
か
っ
た
の
が
、
終
戦

に
な
っ
て
か
ら
良
く
な
っ
た
（
予
備
の
貯
蔵
食
料
支
給
）
わ
け

で
す
。
豪
軍
の
占
領
下
で
作
業
も
し
、
食
料
の
配
給
も
受
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

敗
戦
の
シ
ョ
ッ
ク
は
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
日
、
昼
夜
を
分
か

た
ぬ
空
襲
や
戦
闘
か
ら
解
放
さ
れ
、
生
命
の
危
険
は
な
く
、
恐

怖
心
も
な
く
な
り
、
幾
分
体
力
も
回
復
し
ま
し
た
。
病
は
気
か

ら
と
い
い
ま
す
が
、
心
か
ら
安
ら
か
と
な
り
、
健
康
も
だ
ん
だ

ん
と
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

帰
国
は
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
名
古
屋
港
に
着
い
て
復
員
と

な
り
ま
し
た
。
出
迎
え
の
人
々
は
、
名
前
を
書
い
た
紙
や
旗
を

持
っ
て
、
港
か
ら
駅
ま
で
一
緒
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。
私
が
家

に
帰
っ
た
ら
、
砲
術
学
校
時
代
に
、
生
ま
れ
を
知
ら
さ
れ
た
子

が
、
も
う
三
歳
に
な
っ
て
い
て
、
感
無
量
で
し
た
。

ラ
バ
ウ
ル
の
戦
死
者
数
は
、
前
に
申
し
た
と
お
り
、
約
十
三

万
人
、
残
っ
た
兵
力
は
六
万
人
、
内
海
軍
一
万
三
千
八
百
四
十

人
（
四
個
警
備
隊
計
四
千
五
百
人
）

、
そ
の
中
の
一
人
と
し
て

私
は
生
還
し
、
現
在
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
か
み
し
め
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
に
引
き
替
え
戦
没
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
を
思
う

と
、
心
が
痛
む
日
々
で
す
。
特
に
本
年
は
戦
後
五
十
年
、
長
い

よ
う
な
短
い
よ
う
な
五
十
年
で
あ
り
ま
す
。




